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今月号の主な内容
▪ニュース＆トピックス
　◦次年度へ向けて適正な申告事務
▪今月の技術情報
　◦春作業に向けて
　　　除雪・融雪に努めましょう！
▪インフォメーション
　◦第77回通常総会のご案内

農協青年部第71回通常総会
　ＪＡ新しのつ青年部（北野保部長）では
１月24日、ＪＡ２階大会議室で第71回通
常総会を開催。新部長に宮田翔平さんを選
任した。

＝関連記事 ２面
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日
頃
よ
り
、
組
合
員
を
は
じ
め
村
民
の
皆
様
に
は
、
青
年
部
活
動
に
対
し
ま
し
て

多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
１
月
24
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
71
回
青
年
部
通
常
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
令
和
７
年
度
の
青
年
部
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

71
年
と
い
う
長
い
歴
史
と
伝
統
に
、
あ
ら
た
め
て
青
年
部
活
動
の
重
要
性
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
本
村
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
先
の
天
候
は
良
好
で
融
雪
も

進
み
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
水
稲
に
関
し
て
は
播
種
後

か
ら
移
植
時
期
ま
で
は
高
温
・
多
照
で
経
過
し
た
こ
と
で
順
調
に
生
育
が
進
み
、
移

植
直
後
の
低
温
が
あ
っ
た
も
の
の
順
調
に
生
育
が
進
み
、
平
年
よ
り
早
く
収
穫
作
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
石
狩
管
内
の
作
況
指
数
は
１
０
３
の
「
や
や
良
」
と
な
り
、
昨

年
と
は
違
い
豊
作
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
に
関
し
ま
し
て
は
、「
令
和
の
米
騒
動
」
と
呼
ば
れ
る
記
録
的
な
コ
メ
不
足

に
よ
っ
て
米
価
は
上
昇
し
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
う
れ
し
い
悲
鳴
と
な
り
ま
し
た

が
、
外
国
産
米
の
流
通
の
問
題
等
も
あ
り
、
消
費
者
が
国
産
米
を
手
に
入
れ
ら
れ
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
消
費
者
に
新
篠

津
米
を
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
新
篠
津
米
の
魅
力
を
推
し
出
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
青
年
部
と
し
ま
し
て
も
「
食
」
の
安
全
・
安
心
、

ク
リ
ー
ン
農
業
の
実
践
と
い
う
観
点
か
ら
、
良
食
味
米
へ
の
意
識
を
高
く
持
ち
、
土

壌
診
断
や
病
害
虫
発
生
予
察
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
年
２
回
の
廃
プ
ラ
回
収
事
業

な
ど
に
も
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
実
践
し
、
さ
ら
な

る
努
力
を
も
っ
て
誠
心
誠
意
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
食
育
活
動
の
農
業
体
験
事
業
を
通
じ
て
、
学
生
達
に
「
食
」
と
「
農
」
の

繋
が
り
や
自
然
の
尊
さ
、
農
業
の
大
切
さ
や
大
変
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
我
々
に
と
っ
て
学
生
と
の
交
流
は
、
改
め
て
農
業
の
原
点
を
思
い

起
こ
さ
せ
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
繋
が
り
や
信
頼
関
係
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
農
業
の
重
要
性
や
大
変
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
大
切
な
場
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
青
年
部
盟
友
相
互
の
「
絆
」
を
強
く
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
活
動
の
充
実
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
農
業
を
取
り
巻
く
問
題
は
依
然
と
し
て
多
く
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
負
け
な
い
柔
軟
な
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
盟
友
間
の
絆
を
深
め
、

食
育
活
動
や
新
篠
津
村
、
新
篠
津
の
作
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
る
事
業
を
企
画
し
地
域

活
性
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
、
村
な
ど
各
関
係
機
関

の
皆
様
に
は
、
格
段
な
る
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

春
耕
期
に
む
け
た
融
雪
作
業
等
が
始
ま
っ
て
い
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
農
作
業
の
安
全
と
と
も
に
豊
穣
の
秋
を

迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
（
北
野
保
部
長
）
で
は

１
月
24
日
、
Ｊ
Ａ
２
階
大
会
議
室
で

第
71
回
通
常
総
会
を
開
催
。
青
年
部

盟
友
75
名
（
内
委
任
状
８
名
）
が
出
席

し
、
充
実
し
た
新
年
度
事
業
の
展
開
を

誓
っ
た
。

　

総
会
の
開
会
で
北
野
部
長
は
「
今
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

対
策
に
よ
る
活
動
の
制
限
が
無
く
な

り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
各
種
事
業
や
多

く
の
新
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
来
年
度
以
降
も
活
動
を
活
発
化

さ
せ
、
新
篠
津
村
の
農
業
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
新
篠
津

村
の
石
塚
隆
村
長
、
Ｊ
Ａ
新
し
の
つ
の

長
屋
光
一
代
表
理
事
組
合
長
、
石
狩

地
区
農
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
の
藤

原
啓
輔
会
長
が
挨
拶
。「
農
業
が
中
心

の
新
篠
津
村
を
若
き
行
動
力
と
持
ち
前
の
発
信
力
で

引
っ
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
を
込
め
て
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　

総
会
で
は
第
１
．
２
支
部
の
石
塚
聖
さ
ん
を
議
長

に
選
出
し
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
、
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
の

設
定
、
役
員
の
選
任
な
ど
全
５
議
案
を
審
議
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
年
間
活
動
目
標
に
盟
友
相
互
の

調
和
と
連
携
を
図
る
青
年
部
活
動
の
高
揚
と
自
己
研

鑽
を
掲
げ
、
実
践
目
標
に
ク
リ
ー
ン
農
業
を
実
践
し

た
中
で
の
良
質
米
生
産
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
組

織
強
化
、
Ｊ
Ａ
運
動
の
推
進
、
研
修
事
業
へ
の
積
極

的
参
加
の
４
項
目
を
決
議
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
新
部
長
に
宮
田
翔
平
氏
を

選
任
。
宮
田
新
部
長
は
「
青
年
部
活
動
は
色
々
な
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
場
だ
と
思
う
。
少
し
で
も

盟
友
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
青
年
部
活
動

を
計
画
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
て
い
た
。

　

令
和
７
年
度
の
役
員
は
次
の
と
お
り

　
　

部　
　
　

長　

 

宮
田　

翔
平　

（
新
）

　
　

筆
頭
副
部
長　

 

泉　
　

拓
也　

（
新
）

　
　

副　

部　

長 　

斉
藤　
　

誠　

（
再
）

　
　
　

  

〃       

城
戸　

泰
将　

（
新
）

常識にとらわれない意識を持ち、充実した青年部活動を

新体制で充実した青年部活動を

青
年
部
長
就
任
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
新
篠
津
村
農
協
青
年
部
長

　
　
　
　
　
　
宮
　
田
　
翔
　
平  

　

新部長に宮田翔平さんを選任
農協青年部 第７１回通常総会
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村
内
で
は
２
月
に
入
り
、
玉
ね
ぎ
の
播
種
作
業
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
て
い
る
。
２
月
７
日
に
玉
ね
ぎ
の
ポ
ッ
ト
並
べ

作
業
を
開
始
し
た
の
は
、
武
田
農
事
組
合
の
新
篠
津
つ
ち

か
ら
農
場
㈱
（
中
村
好
伸
代
表
取
締
役
）。
平
年
よ
り
２

日
ほ
ど
早
い
作
業
開
始
と
な
っ
た
。

　

こ
の
日
は
「
Ｓ
Ｎ
３
―
Ａ
」「
オ
ホ
ー
ツ
ク
２
２
２
」

の
早
生
２
品
種
を
播
種
し
た
育
苗
ポ
ッ
ト
２
７
５
０
枚
を

ハ
ウ
ス
内
に
並
べ
た
。
３
月
上
旬
頃
ま
で
定
植
時
期
に
合

わ
せ
て
、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
３
３
３
」、「
Ｓ
Ｙ
１
０
２
６
」、「
北

も
み
じ
２
０
０
０
」
の
計
５
品
種
を
順
に
播
種
す
る
。
ま

た
、
今
年
か
ら
根
切
り
ネ
ッ
ト
を
変
更
し
、
従
業
員
の
作

業
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
廣
船
史
也
取
締
役
は
、「
今
年
は
年
明
け
か
ら

の
積
雪
が
少
な
く
、
例
年
よ
り
早
い
作
業
開
始
と
な
っ
た

の
で
、
計
画
的
に
効
率
よ
く
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

今
後
は
好
天
に
期
待
し
、
適
切
な
ハ
ウ
ス
の
温
度
管
理
を

行
い
、
品
質
向
上
に
努
め
た
い
」
と
話
し
た
。

効率よく作業を進める 

玉ねぎの播種・ポット並べ作業
安 定 生 産 に 向 け て

　

新
篠
津
村
農
業
所
得
事
務
連
絡
協
議
会（
吉
田
忍
会
長
）

で
は
２
月
３
日
か
ら
２
月
７
日
に
か
け
て
、
Ｊ
Ａ
２
階
大

会
議
室
で
青
色
申
告
事
務
を
実
施
。
税
理
士
法
人
菊
池
会

計
事
務
所
の
協
力
の
も
と
、
期
間
内
に
約
180
名
の
会
員
が

申
告
事
務
を
済
ま
せ
た
。

　

こ
の
事
務
は
、
複
式
簿
記
を
行
っ
て
い
る
会
員
を
対
象

に
、
計
数
管
理
に
よ
る
経
営
状
況
の
把
握
と
税
務
の
適
正

な
申
告
を
目
的
に
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

会
員
ら
は
事
前
に
準
備
し
た
令
和
６
年
産
農
産
物
の
販

売
代
金
や
農
業
経
費
を
計
算
し
た
試
算
表
を
提
出
。
税
理

士
ら
が
元
帳
な
ど
の
書
類
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
慎

重
に
精
査
を
重
ね
確
定
申
告
書
を
作
成
し
た
ほ
か
、
所
得

税
額
の
説
明
と
税
務
指
導
を
行
っ
て
い
た
。

　

１
年
間
の
締
め
括
り
と
し
て
申
告
事
務
を
終
え
た
会
員

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
に
安
堵
し
た
様
子
で
、
新
年
度

の
営
農
に
意
識
を
切
替
え
て
い
た
。

スムーズに申請を行う 

青色申告事務
適正な申告事務を行う

　

２
月
13
日
、
札
幌
市
で
北
海
道
指
導
農
業

士
・
北
海
道
農
業
士
称
号
贈
呈
式
（
指
導
農

業
士
58
名
、
農
業
士
84
名
）
が
行
わ
れ
、
本

村
か
ら
は
新
た
に
中
原
農
事
組
合
の
谷
口
洋

平
氏
が
指
導
農
業
士
、
中
篠
津
農
事
組
合
の

高
田
興
一
氏
と
黎
明
農
事
組
合
の
北
川
敬
太

氏
が
農
業
士
に
そ
れ
ぞ
れ
道
よ
り
認
定
さ

れ
、
称
号
が
授
与
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
次
代
の
農
業
担
い
手
の
育
成
指
導

や
地
域
農
業
の
振
興
等
に
対
す
る
助
言
、
協

力
を
行
う
者
を
「
指
導
農
業
士
」、
地
域
農

業
の
担
い
手
と
し
て
意
欲
旺
盛
な
農
業
者
を

「
農
業
士
」
と
し
て
認
定
し
、
そ
の
活
動
を

支
援
す
る
も
の
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
称
号
授
与
の
報
告
を
受
け
、「
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
新
し
の
つ
農
業
の

発
展
に
尽
力
し
て
欲
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。

　

な
お
、
称
号
贈
呈
式
終
了
後
に
開
か
れ
た
北
海
道
指
導

農
業
士
協
会
創
立
50
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
元
同
協

会
会
長
で
拓
新
農
事
組
合
の
藤
永
康
夫
氏
に
運
営
功
労
者

と
し
て
特
別
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

新たに指導農業士・農業士に認定された３名

北海道指導農業士称号贈呈式
地域のリーダーとして担い手育成を
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農 業 改 良 良 普 及 セ ン タ －

今月の技術情報 2025.3.12025.3.1
石狩農業改良普及センター石狩北部支所

TEL.（0133）23－2146　FAX.23－2887
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報告事項
① 余裕金の運用状況（１月末）について 

② 債務保証（令和６年度末）について  

③ 組合員の脱退について 

④ 職員の人事異動について

⑤ 「ＪＡバンク内部管理態勢構築にかかる指針」の変

 　更について

⑥ 保管業務状況について 

⑦ 令和７年度 野菜・花卉の出荷状況について

⑧ 令和６年産 大豆調製施設の自主検査について　　　　　　　　  

⑨ 令和６年度 自己査定結果について  

⑩ 常勤役員の動静について

付議事項
① 目的積立金の取り崩しについて 　　　

② 令和６年度 計算書類等について 　　 　

③ 令和７年度 余裕金運用基本方針及び運用方法につ

　 いて 　 　

④ 令和７年度 余裕金の現金手持高及び預け先別在高

 　の決定について 　　 

⑤ 組合員の出資持ち分譲渡について　　　　　　　　　　　　 　　

⑥ 令和６年産 大豆調製施設の検査実績並びに精算に

　 ついて  　

⑦ 固定資産の取得について 

⑧ リース取引による固定資産の賃借について 

⑨ 規程の改正について

※上記の事項について報告、協議、承認されました。

家の光図書 ～ 2025年3月の新刊 ～ ※貸し出しを行っていますので、詳しくは、
　営農企画課までご連絡下さい。

本体：1,800円（＋税）

図
解 

知
識
ゼ
ロ
か
ら
の

協
同
組
合
入
門

杉本貴志、北川太一 監修
Ａ５判・248 頁

本体：1,800円（＋税）

飾
っ
て
、食
べ
て
、暮
ら
し
を
楽
し
む

半
日
陰
を
生
か
し
た
美
し
い
庭
づ
く
り

増田 由希子 著
Ａ５判・144 頁

本体：1,400円（＋税）

部
屋
で
植
物
を
育
て
た
い
の
で
す
が
。

観
葉
植
物
・
多
肉
植
物
を
枯
ら
さ
な
い
コ
ツ

花福 こざる 著
Ａ５判・144 頁

本体：1,600円（＋税）

大
事
な
も
の
か
ら
手
放
し
ま
し
ょ
う

70
代
、ひ
と
り
暮
ら
し
を
軽
や
か
に
生
き
る本多 京子 著

Ａ５判・184 頁

第77回通常総会のご案内
■ 開催日時／令和７年４月７日（月）
■ 受　　付／午前８時３０分

■ 開　　会／午前９時００分
■ 開催場所／ＪＡ２階大会議室

〈 多数のご参加をお願いします 〉

人 事 異 動 の 発 令 に つ い て
発令年月日　令和７年３月１日付
○正 職 員　　• 管理部管理経理課管理経理係　　　  　  宮　田　佳　奈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金融共済部共済課共済係）

退　　職　　者
• 管理部管理経理課管理経理係　　山　口　聡　太　（２月 28 日付）

令和７年度
第１回 理 事 会 令和７年２月25日（火）
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父：一真　　母：聖子
趣味：卓球、野球、ゲーム

髙 橋 叶 多
上篠津

林　　　藍　斗中篠津 くん

令和６年３月５日生まれ　雅人・瑠奈さんの長男

　家中の扉や引き出しを開けたり、色んな所に登ったり目

が離せないけど毎日出来ることが増えて成長を感じます。

　これからも沢山遊んで、元気に成長してね！

　産まれてきてくれてありがとう！

ママからのメッセージ
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ア
メ
を
食
べ
た
が
っ
て
い
る
え
び
の
お
寿

司
を
書
き
ま
し
た
。

市

村

星

汰
（
西
の
里
／
10
歳
）

　
カ
ラ
フ
ル
ピ
ー
チ
を
い
と
こ
と
一
緒
に
描
い
て
み
ま

し
た
。
ど
ぬ
く
が
い
と
こ
で
、
も
ふ
と
ゆ
あ
ん
が
私
で

す
。（
今
年
は
巳
年
な
の
で
、へ
び
も
描
い
て
み
ま
し
た
）

窪

田

羽

那
（
中
篠
津
／
10
歳
）

み
ん
な
の
伝
言
板

　
な
ゝ
か
ま
ど
文
芸

寒か
ん
す
ず
め
雀
一
羽
翔は

つ
れ
ば
皆
翔は

つ
る�

田
　
中
　
美
智
子

便
り
な
き
友
へ
の
想
い
つ
も
る
雪�

浅
　
田
　
　
　
緑

春
の
雪
窓
の
向
こ
う
の
恋
模
様�

佐
　
藤
　
千
　
佳

残
雪
に
逸は

や

る
気
持
ち
の
農
夫
か
な�

小
　
原
　
　
　
博

淋
し
さ
も
一
人
に
も
慣
れ
小
雪
降
る�

水
　
島
　
キ
　
ミ

平
凡
が
今
気
づ
く
幸
せ
春
立
ち
ぬ�

波
多
野
　
和
　
歌

一
口
や
生き

酒ざ
け

の
香
り
春
の
宵よ
い�

永
　
森
　
　
　
勇

足
跡
は
早
出
の
夫つ

ま

よ
雪
を
掻か

く�

長
谷
川
　
美
智
子

風
軽
し
歩
み
も
弾
む
春
が
来
た�

石
　
若
　
ひ
と
み

長
靴
の
足
ど
り
軽
し
雪
の
声�

吉
　
田
　
修
　
二

　
俳
句
・
川
柳
サ
ロ
ン

見
慣
れ
た
る
顔
お
揃
い
し
冬
行
事�

き
　
み

タ
レ
ン
ト
は
無
職
に
な
っ
て
も
名
を
残
す�

ひ
ろ
し

「
サ
ク
ラ
サ
ク
」
子
よ
り
も
親
が
号
泣
し�
ひ
と
み

点
々
と
小
さ
き
足
跡
雪
の
原�

は
せ
み
ち
こ

青
空
や
吾
を
騙
す
か
地
は
吹
雪�

し
ゅ
う
じ

　
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ク
ッ
キ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
ミ
ク
を
描
き
ま
し
た
。

伊

藤

ち

い
（
西
の
里
／
10
歳
）

　
ゆ
る
か
わ
な
海
の
生
き
物
を
も
う
一
回
か
き
ま

し
た
！
個
人
的
に
は
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
が
好
き

で
す
！
寒
く
て
も
し
っ
か
り
運
動
し
ま
し
ょ
う
！

白

石

智

華
（
み
の
り
／
11
歳
）

【あて先とお問い合わせ先】
〒068-1193 石狩郡新篠津村第47線北13番地

JA新しのつ 営農部営農企画課
TEL 0126-57-2311

E-mail:takahashisei@shinshinotsu.ja-hokkaido.gr.jp
※JA金融店舗ATMとホクレンショップに応募箱があります。

お便りお便りややイラストイラストをを募集募集していますしています
　食や農業、地域の話題など、日ごろ感じていることを折り込みはがきで
お便りください。採用された方には謝礼をお送りします。
　また、カラーイラストや写真もお待ちしております。

▪発行／新篠津村農業協同組合　▪編集／営農部営農企画課
▪住所／〒068－1193 石狩郡新篠津村第47線北13番地
▪電話／0126（57）2311（代表）
▪ホームページ／http://www.ja-shinshinotsu.or.jp/
▪印刷／弘文社印刷㈱　岩見沢市5条東11丁目
　　　　この『あぜみち』は環境にやさしい道産間伐材配合紙を使用してます。

　３月に入り春に区分される月に入りましたが、北海道ではまだ
まだ厳しい寒さが続くことが想定されます。
　また、３月は日々の寒暖差や低気圧と高気圧が頻繁に入れ替わ
る時期といわれていて、大変体調を崩しやすい時期でもあります。
今一度、日々の体調管理を見直し、健康に新年度を迎えられるよ
う備えていきましょう。
　さて、農作業に向けての準備時期となってきました。今年の積
雪は例年よりも多いので、融雪を促進するなど春作業が順調にス
タートできるよう農作業準備を進め、豊穣の秋を目指しましょう。

編　集　後　記

私達と一緒に身近な情景を五七五で描写しませんか。 会員を募集しています。

連絡先　新篠津俳句会事務局　吉田　修二
（携帯  090－8272－5876番）
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